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自分と向き合い、受け止め、一歩踏み出す 
夏休みが明け１週間が経ちました。この１週間は、前期期末考査に向けての学習に力をいれ

た人が多かったことでしょう。準備期間は残り数日となりましたが、睡眠時間を確保しつつ、よい

準備を進めてほしいと思います。来週からは生徒会選挙、専門委員長決め、筑紫区新人戦など、

この夏休みに準備してきたことを発揮する場が立て続けにやってきます。９月は「勝負の月」です。

あえて「勝負」という言葉を用いましたが、皆さんは誰と勝負するのでしょう。何と勝負するのか、

と表現してもいいかもしれません。ちなみに私は、「自分との勝負」だと思っています。 

期末考査に向けて、勉強から目を背けて少しでも楽をしたい自分との勝負が、すでに始まって

いるはずです。試験当日は緊張感に飲み込まれそうになる自分、問題が難しくて、解くことをあき

らめたくなる自分、いろんな自分と向き合いながら１日を過ごすことでしょう。これは、生徒会選挙

でも、専門委員長決めでも、新人戦でも同じです。まずは、自分自身を見つめて、自分自身との

勝負に正々堂々と挑んでほしいです。勝つ、負けるという結果以上に、自分に向き合うことが重

要だと思います。皆さんの健闘を祈っています。 

さて、私はこの夏新たに３冊の本を読んでいます。その中で、考えさせられた文章がありました

ので、それを紹介します。 

「人生は予測がつかないという事実を受け入れ、 

実際の状況と向き合うほうがずっとパワフルだ」  

私たちは、何に対しても「期待」をしてしまいがちです。例えば、「毎日数学の勉強をしたから、

きっと目標点数を獲得できるはずだ」とか、「バッティング練習を頑張ってきたから、明日の試合

ではヒットを打てるはずだ」とか、自分がやってきた分、それに見合う結果が出てほしいと思うわけ

です。だからこそ、思い通りの結果が出なかったときに、気持ちが折れてしまって前に進めなくな

る、ということが起きます。これは、教師である私自身も同じで、「あいさつの大切を毎日伝えてき

たのだから、生徒達はきっと素敵なあいさつができるようになるはずだ」などと期待して、その通り

にならずに気持ちが落ち込んだり、できない生徒に怒ったり、ということを経験してきました。期待

が大きいからこそ、期待通りにならなかった分、落ち込むわけです。しかし、何でも思い通りになる

わけではないですよね。どれだけやっても結果がでないことなんて、いくらでもあります。だからこそ、

目の前に起きたこと１つ１つを受け入れること、今の自分にできるベストを尽くすこと、これを繰り

返していくことが、結果的に素敵な未来に近づくのではないでしょうか。夢や希望を持つことがダ

メだ、という意味ではありません。期待や理想ばかりが膨らん

で、それを達成するための肝心な努力を忘れていては、何も起

きないということです。また、どんなに努力しても結果が出ない

こともある。その時は、努力の方法や質、量を変えて、また一歩

踏み出せばいいということです。 

３年間の中学校生活も、折り返し地点にやってきました。これ

からの一日を、今以上に大切に過ごしてほしいと思います。 

 
＜保護者の皆様へ＞  

日頃より本校の教育活動にご協力とご理解をいただき、誠にありがとうございます。９月は生

徒会選挙や新人戦など、２年生が学校の中心として活躍する機会が数多くあります。結果は

様々な形で出ると思いますが、大切なのは目標に向かって挑戦し続けることです。一人一人が学

習や行事、部活動に全力で向き合い、仲間とともに成長してほしいと願っています。学年職員一

同、その歩みを全力で支えてまいります。 

ご家庭でも、お子様の頑張りを温かく見守り、励ましていただければ幸いです。引き続き、本校

の教育活動へのご理解とご協力をお願いいたします。 
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